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の 3 カ村，合計4000石であった。後に支配領域は拡大していくが，当初の 3 カ村は稲作
江戸時代長崎の中国人遊客
















もう一つ興味深い資料がある。表 2 は，市中と 3 カ村の船の艘数と運上金額，それに
運上金計算の基準を示したものである。市中には272艘の船があって，354匁 5 分の運上





長崎村 2185石　　 3 升 3 合 235石 3 斗 5 升 5 合
浦上村里山 2245石 4 斗 7 升 9 合 545石 5 斗 2 升 5 合
浦上村淵 131石 2 斗 9 升 5 合
長崎市中 2石 1 斗 7 升
出典：『新長崎市史』293ページより作成
表 2 　長崎市中および近隣 3 カ村の船の艘数および運上金額（明和 4 年）
船艘数 運上金
長崎市中 272艘 354匁 5 分 帆 1 枚に付き銀 1 匁 5 分


































て，朱印状交付に消極的になり，元和 7 ， 8 年ごろから交付を制限する方針を採るよう
になった。また，朱印船貿易に関して，台湾のオランダやイスパニアなどとの紛争が発






























よる利益は 3 都市の糸割符仲間が受けとる。糸割符仲間は， 3 都市にあり三カ所糸割
符と呼ばれ，仲間の商人は，長崎では 4 人の商人，堺では37人，京都では 4 人であった。
3 都市の糸割符仲間への白糸配分は，市場において売却された後，輸入価格と売却価格
との差益＝糸割符増銀を配分の基準にして行われた。輸入白糸の全体量を 1 斤＝160目，





























ことになった。この頃の長崎に世帯数は，約 1 万 1 千竃（持ち家約3700竃，借家約7400
表 3 　各支配の貿易商人数と買い付け上限額（寛文12（1672）年）　
貿易商人数 買い付け上限高19）
江戸支配 58人 銀 546貫目
京都支配 139人 銀 1269貫624匁余
大阪支配 117人 銀 866貫189匁






19）貫目＝貫， 1 貫＝1000匁＝3.7Kg， 1 匁＝1.75ｇ
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会所に置かれた役人は，糸宿老（ 2 人），請払役（ 5 人），三カ一支配古年行司（ 4
人），同定役（ 3 人），花銀役（ 5 人）のほか，江戸・京都・大阪・堺から輸入貨物の品
質を評価し，輸入価格をつける目利き各 2 人ずつ合計 8 人，長崎から目利きとして端物
目利き（ 4 人），糸目利き（ 2 人），薬種・荒物目利き（ 6 人），書物目利き（ 3 人），鮫
目利き（ 6 人），茶碗薬目利き（ 2 人），漆目利き（ 2 人），油目利き（ 2 人），唐皮目利
き（ 2 人），鹿皮呂宋皮目利き（16人），牛皮目利き（ 2 人）の合計55人の目利きがである。
さらに代物替会所役人として，古年行司（ 4 人），代物替定役（ 3 人），唐物道具目利き
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① 御定高（唐船銀高6000貫目，オランダ商館金高 5 万両）による利益銀より，金高 6 万
両（銀高3,600貫目）を長崎地下配分金に当てる。


















箇所銀の箇所とは，「間口 4 間入拾五間」の約60坪を 1 箇所といい， 1 箇所当たり何
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貰銭と言うのは，主として下役唐人から遊女へ贈与する正銭をいふ49）。天明 6
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唐人踊り

















3 月23日， 7 月23日， 9 月23日の 3 回行われ，長崎では菩薩祭とも呼ばれた。今日の










































などがあった。住宅は 2 階建ての長屋で，長屋19棟，部屋数50部屋， 1 部屋あたりは 3
間× 9 間，ないしは 3 間×10間で，階上は船頭らの商人が使用し，本部屋と呼んだ。家
賃は唐船ごとに支払われ，取引銀額100貫目に付き 2 貫119匁であった。風呂屋は 3 間×
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にもとづいて形成されてきた旅文化や遊女文化が，外来者である中国人遊客にさらに心
地良い体験を提供した。こうした記述の中から，江戸時代の来崎中国人遊客の長崎での
体験は歓楽的なものであったということが改めて確認される。その原因は，中国人たち
を送り出した中国側の事情と，日本における旅文化・遊女文化のあり方とが相呼応して
発生した旅であったからであると考えられる。
私の本来に研究課題であるモダンツーリズムとの関係についても述べなければならな
い。プレモダンの日本への中国人遊客の旅は歓楽的なものであった。これは，19世紀中
頃より始まる日本や中国をそのなかに編入していくヨーロッパ世界経済のなかで欧米人
が持ち込んできた療養的，避暑的なツーリズムとは一線を画する特徴を持っていたとい
うことができる。この比較については，稿を改めて整理することにしよう。
